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1. フランス語圏の魅力 

 フランス語は現在、世界で約 3 億人以上が使用しているといわれる国際言語であ

り、フランスのみならず、ベルギー、スイス、カナダ（ケベック州）、北アフリカ諸

国、西アフリカ諸国、カリブ海や南太平洋の諸地域など、五大陸で使われている言

語です。欧州連合や国際連合、ユネスコ、国際オリンピック委員会、赤十字など、

多くの国際機関においてフランス語は英語と並ぶ重要な公用語・作業言語として使

用されています。そのため、フランス語は単なる外国語にとどまらず、「世界に通用

する言語」としての価値を持ち続けています。 

 また、フランス語は文化面でも大きな影響力を持っています。美術、文学、哲

学、映画、ファッション、食文化、建築、デザインなど、多くの分野において世界

的な潮流を生み出してきました。たとえば、美食文化はユネスコ無形文化遺産に登

録され、映画はリュミエール兄弟によってフランスで誕生し、パリは現在でも文化

創造の中心です。こうした世界文化の深層を理解する上で、フランス語は強力な鍵

となります。 

2. 国際関係学部でフランス語を学ぶ意義 

 立命館大学国際関係学部は、多様な文化と価値観を理解し、国際的な課題に取り

組む人材の育成を目指す学部です。その学びにおいて、フランス語は重要な役割を

果たします。なぜなら、フランス語圏の諸地域は国際政治、開発協力、安全保障、



環境政策、移民問題、人道支援など、国際関係の主要課題に深く関わっている地域

であるためです。特にアフリカ諸国では、政治、教育、ビジネス、国際機関、NGO

活動の主要言語としてフランス語が使われており、将来国際舞台で活躍したい学生

にとって強力な武器となります。 

 さらに、国際関係学部では英語を中心とした学習環境が整っていますが、フラン

ス語も学ぶことによって、より多角的・批判的な視点を獲得できます。欧米研究の

議論や国際理論の文献には英語とフランス語の両方が多用されるため、フランス語

の習得は研究の幅を広げ、国際理解の深度を高めることにも直結します。 

3. フランス語学習のポイントと学びやすさ 

 フランス語はロマンス語系の言語であり、日本人が中学・高校で学ぶ英語と語彙

や文法の類似点を多く持っているため、学習を進めやすいという利点があります。

英語の語彙の約 3 割以上はフランス語由来と言われており、英語を 6 年以上学んで

きた学生であれば、意味を推測しやすい単語も多く見つかります。もちろん、名詞

に男性名詞・女性名詞があることなど、英語にはない特徴があるため、丁寧かつ継

続的な学習が必要ですが、母音の数が少なく英語より発音しやすい言語でもありま

す。 

 国際関係学部では、基礎から中級・応用へ段階的に学ぶことができる環境が整っ

ており、さらに留学制度や交換留学協定校も存在するため、実践的な言語運用能力

を鍛える機会にも恵まれています。 

4. 将来につながるフランス語の力 

 フランス語を習得することで開かれる進路は多岐にわたります。国際機関、外

交・政府機関、報道・メディア、NGO・NPO、外資系企業、旅行業界、航空業界、

教育・研究、文化産業など、幅広い分野で活用できます。特にアフリカ地域は今後

の人口増加と市場拡大が見込まれ、国際ビジネスにおいて極めて重要な地域です。

その中でフランス語運用能力を持つ人材は、将来さらに需要が高まると考えられま

す。 

 フランス語の学習は、単なる語学能力の獲得ではなく、世界の価値観、歴史、思

想、多文化共生への理解を深める学問的挑戦です。国際社会の一員として、より広



い視野と確かな言語能力を身につけたい皆さんにとって、フランス語は大きな可能

性を秘めた選択肢です。 
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